
２
０
２
６
年
度 

国
際
政
治
経
済
学
部 

総
合
型
選
抜
Ⅱ
期
（
自
己
ア
ピ
ー
ル
型
）
入
試 

出
題
の
意
図
・
解
答
例 

  

出
題
の
意
図 

２
０
２
５
年
３
月
１
５
日
の『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
第
１１
面
に
掲
載
さ
れ
た「
オ
ピ
ニ
オ
ン
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム 

耕
論 

部
活
の
地
域
移
行
は
今
」
を
題
材
と
し
て
用
い
て
、
公
立
中
学
校
の
部
活
動
の「
地
域
移
行
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い

て
問
う
出
題
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
問
一
に
お
い
て
、
部
活
動
の
地
域
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
推
進
す
る
立
場
と
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
慎
重
な
姿
勢
を
と
り
学
校
部
活
動
を
続
け
る
立
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
内

容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
を
問
う
た
。
問
二
で
は
、
部
活
動
を
地
域
移
行
す
る
場
合
の
問
題
点
（
担
い
手
を
見
つ
け
る
難
し
さ
、
教
員
の
負
担
軽
減
の
必
要
性
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
地
域
ご
と
の
違
い
な
ど
）
を
正
確
に
理
解

し
た
上
で
、
自
ら
の
意
見
を
客
観
的
な
根
拠
を
も
と
に
論
理
的
に
説
明
で
き
て
い
る
か
を
問
う
た
。 

採
点
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
そ
の
意
見
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
根
拠
の
示
し
方
や
説
明
の
仕
方
が
工
夫

さ
れ
て
い
る
か
を
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。 

   

解
答
例 

問
一 

 

意
見
１ 

掛
川
市
は
２
０
２
６
年
か
ら
全
て
の
中
学
校
部
活
動
を
廃
止
し
、
地
域
主
体
の「
か
け
が
わ
地
域
ク
ラ
ブ
」
へ
完
全
移
行
す
る
方
針
を
示
し
た
。
子
ど
も
の
多
様
な
希
望
に
応
え
る
と
と
も
に
、
教
員
の
負
担
軽
減
や
生
徒
数
減
少

へ
の
対
応
が
狙
い
で
あ
る
。
地
域
団
体
が
運
営
し
、
指
導
者
に
は
研
修
と
報
酬
が
あ
り
、
家
庭
に
は
月
数
千
円
の
負
担
が
生
じ
る
。
平
日
・
休
日
と
も
地
域
が
担
う
こ
と
で
指
導
の
一
貫
性
を
保
つ
。
市
全
体
で
支
え
る
体
制
が
整
っ

て
お
り
、
全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

意
見
２ 

熊
本
市
は
、
学
校
部
活
動
の
教
育
的
意
義
と
地
域
の
受
け
皿
不
足
を
理
由
に
、
学
校
で
の
継
続
を
決
定
し
た
。
意
欲
や
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
に
も
活
動
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
教
員
や
地
域
人
材
に
よ
る
希
望
制
の

指
導
体
制
を
整
備
し
た
。
外
部
指
導
者
に
は
時
給
で
報
酬
を
支
給
し
、
公
費
や
協
賛
金
で
家
庭
負
担
を
月
約
３
千
円
に
抑
え
る
。
学
校
に
任
せ
き
り
に
せ
ず
地
域
と
連
携
し
、
実
情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
構
築
す
る

点
が
熊
本
市
の
特
徴
で
あ
り
、
他
自
治
体
へ
の
参
考
例
と
な
る
。 

   



問
二 

 

私
は
意
見
１
の
立
場
に
近
い
。
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
上
で
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
少
子
化
や
教
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、
従
来
の
よ
う
に
学
校
が
部
活
動
を
担
い
続
け
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
特
に
、
学
校
に
存
在
し
な
い
種
目
や
文
化
活
動
を
希
望
す
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
が
受
け
皿
と
な
る
こ
と
で
新
た
な
選
択
肢
が
生
ま
れ
る
。  

 

掛
川
市
の
よ
う
に
行
政
が
主
導
し
、
既
存
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
制
度
を
整
備
す
れ
ば
、
指
導
者
の
育
成
や
活
動
場
所
の
確
保
も
現
実
的
に
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
日
と
休
日
で
指
導
者
が
異
な
る
こ
と
で
生
じ
る
子
ど

も
の
混
乱
も
、
完
全
移
行
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
家
庭
負
担
や
運
営
体
制
の
課
題
も
あ
る
が
、
行
政
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
解
決
は
可
能
だ
。
持
続
可
能
で
、
子
ど
も
の
た
め
に

な
る
部
活
動
の
在
り
方
を
模
索
す
る
な
ら
、
地
域
へ
の
全
面
移
行
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
だ
と
考
え
る
。 


